日本における外資系企業のロビー戦略:金と圧力から知識構築へ 国際ビジネス(IB)環境における企業政治活動(CPA) by Romann Eric
博士学位申請論文審査要旨
早稲田大学大学院社会科学研究科
申 請 者 氏 名 ロマン エリック フランスワ
学 位 名 称
専 攻 ・ 研 究 指 導 政策科学論専攻 国際経営論研究指導
論 文 題 目
Lobbying strategies of foreign firms in Japan: from money and
pressure to knowledge building
博士（社会科学）




論 文 副 題
1博士（社会科学）学位申請論文審査要旨
Eric Romann
Lobbying Strategies of Foreign Firms in Japan:
from Money and Pressure to Knowledge Building




















































業の CPA とそれを取り巻く全般的環境を、欧州と米国との比較で考察している。第 5
章では日本に進出した外資系企業の CPA の現状が明らかとされ、続く第 6 章で、それ
3に対する解釈と理論的な考察、および企業実務に対する含意が述べられている。そして
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